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（URL⇒http://www.ecosuginet.jp/） 

★感染症防止対策のお願い★ 

当日はマスクの着用をお願いします。／ 体調不良の方は参加をお控えください。 
講座受付時には手指のアルコール消毒と検温(非接触)にご協力をお願いします。 

 TEL： 

ﾒｰﾙ作成用 
QR ｺｰﾄﾞ↓ 

１２月１１日（土） 午後２時～午後４時 

会場 ウェルファーム杉並 第 3・4集会室  

対 象 

定 員 

費 用 

：区内在住、在勤、在学の中学生以上の方 

：５０名（抽選） 

：３００円（資料代） 

申込み：往復ハガキまたは E-mailで受付（10月 28日必着） 

お申込みの方は、以下の内容を必ず記入ください。 

①講座日・講座名(12月 11日かんきょう講演会)、②住所、③氏名(ﾌﾘｶﾞﾅ)、 
④年齢、⑤電話番号 
※E-mailでお申込みの方は、①を件名に、②～⑤を本文に入力してください。 

また、受付完了メールは自動配信となっております。配信がない場合は、受信 
設定をご確認の上、お問合せください。 

＊プロフィール＊ 

1949 年東京生まれ。東京大学農学部卒業後、環境庁に入庁し、国立公園管理、生物多様性政策などに従事。生物多様性条約第１回
締約国会議などにも政府代表として参加、JICA インドネシア生物多様性保全プロジェクト初代リーダー。国立環境研究所環境  
情報センター長、米国東西センター客員研究員、共栄大学教授を経て、現在、東京都立大学都市環境科学研究科客員研究員。 
専門分野は、国際環境政策論、保護地域政策論。著者に『生物多様性を問いなおす―世界・自然・未来との共生と SDGｓ』（筑摩 
書房）、『生物多様性と保護地域の国際関係 対立から共生へ』（明石書店）など。 

東京都立大 客員研究員 

高橋
たかはし

 進
すすむ

 氏 

講師 

 

住  所：杉並区天沼 3-19-16 
アクセス：「荻窪駅」北口から徒歩 10 分。または関東

バス(荻 06, 荻 07)で「ウェルファーム杉並」下車 

「生物多様性」とは「地球上には多くのいきものが

存在し、それらは互いにつながり、様々な役目を 

果たしている」ということ。生物の「つながり」と

「個性」が、地球上のすべてのいのちと暮らしを 

支えています。 

生物多様性を「生物資源」と人類の「生存基盤」に

加え、それらを統合する「地球公共財」と位置づ

け、考察。生物資源をめぐる先進国と途上国、国立

公園で生じる軋轢や地域社会との関係、人類と自然

との相利共生関係など、将来世代に引き継ぐべき

「世界・自然・未来との共生」について、SDGs の

実現を見据え、お話しいただきます。 


